













































































































































全体 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代
（３） 35.3％ 46.7％ 45.0％ 48.3％ 28.3％ 23.3％ 20.0％
（４） 24.7％ 41.7％ 31.7％ 28.3％ 16.7％ 15.0％ 15.0％
（５） 16.7％ 28.3％ 16.7％ 15.0％ 16.7％ 11.7％ 11.7％
（６） 13.1％ 13.3％ 11.7％ 20.0％ 11.7％ 8.3％ 13.3％


























































































〇 △ × 〇 △ × 〇 △ ×
全体（153 名） 11.1 12.4 76.5 20.3 11.1 68.6 16.3 11.8 71.9
10 代（33 名） 15.2 6.1 78.8 42.4 9.1 48.5 30.3 18.2 51.5
20 代（30 名） 6.7 16.7 76.7 16.7 10.0 73.3 10.0 3.3 86.7
30 代（30 名） 10.0 13.3 76.7 10.0 10.0 80.0 20.0 16.7 63.3
40 代（30 名） 13.3 6.7 80.0 13.3 10.0 76.7 6.7 6.7 86.7
50 代以上（30 名） 10.0 20.0 70.0 16.7 16.7 66.7 13.3 13.3 73.3
値％　〇言えると思う　△判断に迷う　×言えないと思う
































































































ってか !! （Yahoo! ブログ 2008）
（８）最終的に彼のほうからさようならを告げられました。私はそのことに返
事をしないで来ました。やっぱりまだ好きみたいです。でももう遅いで




























































です。こんなのって思い込みですか？ （Yahoo! 知恵袋 2005）
（13）また、気が早いかも知れませんが、新型スイフトにスポーツモデル（JWRC
スイフトレプリカ）をラインナップに加えて欲しいです！勿論、スイス

















マスターする。 （Yahoo! 知恵袋 2005）
（17）PC 初心者です。ばかな質問だとお笑いかもしれませんが、お願いしま









































































































































































































































































ある。（cf. 日本語記述文法研究会編 2003、蓮沼 2015a）
「カモシレナイ」と「ヨウダ・ミタイダ」の婉曲用法
（21）
意味的類型 形　式
認識的モダリティ推　量 ダロウ
蓋然性可能性 カモシレナイ
ニチガイナイ
ハズダ必然性
証拠性観察 ヨウダ・ミタイダ
ラシイ
ソウダ
推定
伝聞
4）山岡は、④「対人配慮用法（前置き配慮）」の用法の説明をする際に、「他者空間」と
「自己空間」という認知空間の別を立て、「他者空間を導入して他者領域（話者に責任
のない事象）への配慮」示す従属節と、「自己空間として自己の主張（責任の有る事象）」
を行う主節が、接続助詞のガ、ケドなどで対比的に示される構造をもつものとして、
この用法の説明を行っている。
5）　（13）は、いわゆる「譲歩」の用法に入る例だが、これを（12）と一括りに扱うこと
の妥当性は、なお検討の余地があるように思われる。この点については機会を改めて
考察したい。
6）國澤（2008）の表 1を参照。本稿の例文順に基づき列の配置を変更し、入力ミスと思
われる数値を修正した。
7）本稿が観察対象とする述語は、注 2で紹介した宮崎（2002）の〈主観的な評価〉の述
語にも重なるが、それより広い範囲の述語を念頭においている。例えば「こわい、嬉
しい、悲しい、好きだ、嫌いだ、欲しい」など情意・願望を表す「情意形容詞」、「痛い、
かゆい、苦しい」など生理的感覚を表す「感覚形容詞」、願望を表す「動詞＋タイ」構文、
「腹が立つ」「～気／感じがする」など話者の発話時の感情を表出する「感情表出動詞」、
「お腹が空いた、疲れた」など過去時制辞が使用される「感情変化動詞」など、品詞的
には形容詞・動詞の双方に亘る。これらは山岡（2000）において、話者の現在の感情
状態（情意・感覚・思考）を直接的に言語化する文機能である〈感情表出〉を具現す
る述語として挙げられているものである（上記の述語の例および分類名も山岡（2000）
に基づく）。本稿では、以上の述語に加え、いわゆる「属性形容詞」が話し手の発話時
の評価を表していると判断される場合も、観察対象に含める。
8）本稿では「カモシレナイ」と「ノカモシレナイ」は別の用法と考えるため、「ノ」を伴
わない文末の「かも」のみを考察の対象とする。前置き用法の場合も同様である。なお、
「ヨウダ・ミタイダ」はそもそも「ノ」を前接しないため、こうした限定を必要としない。
9）「イイ」を構成要素にもつ複合述語としては、「～方ガイイ」「～ノガイイ」「～バ／タ
ラ／トイイ」「～テモイイ」などがあり、これらは「助言」「忠告」「勧め」「許可」「不
（22）
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必要」といった多様な発話意図を表す。これらに「かも」が後続する頻度が高いのは、
上記の発話行為は、聞き手が行うべき行為に対する話し手の指示・評価を表すという
点で、本来的にFTAの要素を含んでいるからである。「かも」は、「どちらかといえば、
そう言えなくもない／そんな気がしないでもない」といった意味で、断定を緩和し聞
き手に対する配慮を示す用法をもつため、上記の表現で使用頻度が高くなるのも肯け
る。なお、「イイ」を構成要素にもつ複合述語や、評価のモダリティ全体の体系を整理
した研究として、高梨（2010）がある。
10）感情・感覚述語に「かも」が付加した場合の文機能は、無標の場合に具現される〈表
出〉とは異なり、自分の感情・感覚についての話し手の評価的判断を述べ立てる〈演述〉
に文の機能を変えていると捉えるのが適切だと考える。
11）「好きだ」（および「嫌いだ」）は、山岡（2000）の「情意形容詞」の下位分類において、
一人称経験者格を主題とする〈情意表出〉と、1人称以外の経験者格を主題とする〈属
性叙述〉の両方に使用可能な「属性的情意形容詞」に分類され、特別な位置を与えら
れている（ただし、「いやだ」は〈属性叙述〉となりえず、〈情意表出〉を表す「状態
的情意形容詞」とされる）。八亀（2008）においても、「すきな」「きらいな」は、時間
的限定性のない「特性形容詞」のうちの、話し手の恒常的な好悪の評価が前面化する
Bグループに位置づけられ、Aグループの特性形容詞（いわゆる「属性形容詞」の大半）
とは別扱いされている。
12）　「ミタイダ」は「ヨウダ」のくだけた文体的変種と説明されることが多いが、文法的
振る舞いや用法の上での相違がある。この点の詳細については、森山（1995）、日本
語記述文法研究会編（2003）、大曾（2009）が参考になる。
13）　主文末では「ラシイね」「ヨウダね」のような「間接ね形」の使用が義務的となるケ
ースであるが、前置き用法の「ヨウダ」は、従属節内部で使用されるため、「ね」の
使用は不可能であり、Ｃの場合であっても「ね」を伴わない「～ヨウダガ・ケド」が
用いられることになる。
14）　本稿のデータは、インターネット上の文字データのため、この場合の「ヨウダ」は、
前文脈の情報を証拠に、そこから窺われる聞き手の内面の状態や個人的状況を推測的
に述べる形で使用されている。
15）　認識的モダリティがとる動詞のテンス・アスペクト形式の分布について、宮崎（2014）
に興味深い事実の指摘がある。『新潮文庫の 100 冊』に収録された日本の作品を用い
調査した結果、Aグループの「だろう・かもしれない・にちがいない」と、Bグルー
プの「ようだ・らしい・そうだ」の間に分布傾向の違いが見られた。Aグループでは
「スル」形式の比率が高いのに対し、Bグループでは「シタ」「シテイル」の比率が高
「カモシレナイ」と「ヨウダ・ミタイダ」の婉曲用法
（23）
い。こうした分布の相違は、知識・経験に基づく推論を表すAグループと、知覚や
言語的証拠（に基づく推論）を表すBグループという、認識的モダリティの分類と事
象のテンスが相関する現象として説明されている。なお、Aグループが「のだろう」
「のかもしれない」「のにちがいない」の形式をとった場合は、Bグループと同様の分
布傾向を示すという宮崎の指摘も非常に示唆的である。本稿で「ノカモシレナイ」を
考察の対象外にしている理由の一つも、この点にある。
16）　この場合については、5節の例文（６）に対する説明と、注 17）を参照されたい。
17）　（６）の「ヨウダ」は、「聞き手の外見に対する話し手の印象」を表しており、「カモ
シレナイ」の②「聞き手の認識に対する前置き」用法とは本質的に異なる。また、こ
こでの「ヨウダ」は、聞き手の私的領域について言及を行うという点で、FTAの要
素をもつため、社会的上位の聞き手に対する使用は不適切である。一方「カモシレナ
イ」ではそうした不適切さは生じにくい。
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